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〔
商
法
　
三
八
三
〕

新
株
の
発
行
が
会
社
支
配
を
目
的
と
す
る
も
の
で
著
し
く

不
公
正
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
無
効
と
さ
れ
た
事
例

（
灘
難
嚢
癖
蟻
鋤
螺
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
自
ら
の
会
社
に
お
け
る
持
株
比
率
を
上
昇
さ
せ
、
も
っ
ぱ
ら
自
己

の
会
社
支
配
を
ゆ
る
ぎ
な
く
す
る
目
的
で
な
さ
れ
た
新
株
発
行
が
、

相
手
方
株
主
の
事
実
上
知
り
得
な
い
官
報
へ
の
公
告
に
よ
っ
て
実
質

上
右
公
告
義
務
に
違
反
し
て
な
さ
れ
た
と
き
は
、
株
主
に
よ
る
新
株

発
行
差
止
請
求
を
す
る
機
会
を
奪
っ
た
も
の
で
、
著
し
く
不
公
正
な

方
法
に
よ
る
新
株
発
行
に
あ
た
り
、
ま
た
当
該
新
株
発
行
に
よ
り
新

株
を
引
受
け
た
者
が
現
在
も
そ
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
と
き
は
、

新
株
発
行
を
無
効
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
八
O
条
の
一
〇
、
二
八
O
条
の
三
の
二

〔
事
　
実
〕

　
本
件
は
、
被
告
Y
会
社
の
株
主
と
主
張
す
る
原
告
X
交
通
株
式
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
、
同
社
代
表
取
締
役
X
ら
が
、
Y
会
社
の
行
っ
た
新
株
発
行
は
、

Y
会
社
代
表
取
締
役
等
で
あ
る
「
A
一
族
」
に
よ
る
Y
会
社
支
配
を

目
的
と
し
て
行
っ
た
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
そ
の
新
株
発
行
の
無
効
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
被
告
Y
会
社
は
昭
和
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
貸
切
霊
枢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
動
車
事
業
を
営
む
会
社
で
あ
る
。
X
は
昭
和
二
十
五
年
三
月
か
ら

同
社
前
代
表
取
締
役
1
に
頼
ま
れ
そ
の
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
三
十
八
年
四
月
に
ー
が
死
亡
し
て
後
、
同
社
の
代
表
取
締
役
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

X
の
姉
A
が
、
監
査
役
に
X
が
就
任
し
た
が
、
A
は
経
営
一
切
を
X
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に
任
せ
き
り
に
し
て
お
り
、
X
が
実
質
上
の
代
表
取
締
役
と
し
て
会

社
業
務
を
統
括
し
て
き
た
。
ま
た
原
告
X
会
社
は
昭
和
三
十
七
年
以

　
　

降
X
が
そ
の
経
営
に
当
た
っ
て
お
り
、
K
市
内
に
お
い
て
被
告
Y
会

社
と
同
様
に
貸
切
霊
枢
自
動
車
事
業
を
営
む
株
式
会
社
で
あ
り
、
X
、

Y
両
会
社
は
K
市
内
を
東
西
に
二
分
し
、
X
会
社
が
そ
の
東
側
、
Y

会
社
が
西
側
を
地
盤
と
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
た
。

　
Y
会
社
は
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
一

日
（
第
一
回
新
株
発
行
）
お
よ
び
昭
和
五
十
二
年
八
月
十
二
日
（
第

二
回
新
株
発
行
）
に
新
株
発
行
を
行
い
、
こ
れ
ら
新
株
は
X
会
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

X
自
身
お
よ
び
X
の
計
算
に
お
い
て
後
述
す
る
G
等
他
人
の
名
義
で

引
き
受
け
ら
れ
（
こ
の
他
人
名
義
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
株
式
は

総
計
一
八
○
○
○
株
）
、
こ
の
他
人
名
義
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
株
式
は
そ
の
後
X
（
X
の
長
女
の
婿
で
X
会
社
の
監
査
役
）
に
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
株
、
X
（
X
の
次
女
の
婿
で
X
会
社
の
取
締
役
）
に
四
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
株
、
X
（
X
の
三
女
の
婿
で
同
じ
く
X
会
社
の
取
締
役
）
に
八
O

O
O
株
譲
渡
さ
れ
た
が
、
Y
会
社
に
お
い
て
は
株
主
名
簿
が
作
成
さ

れ
て
お
ら
ず
、
Y
会
社
は
そ
の
譲
渡
の
一
部
に
つ
い
て
承
認
せ
ず
、

株
主
の
地
位
確
認
の
訴
訟
が
起
き
て
い
る
部
分
も
あ
る
（
な
お
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ら
X
～
X
を
X
一
族
と
呼
ぶ
）
。
そ
し
て
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
か

ら
A
の
娘
婿
で
あ
る
E
が
Y
会
社
の
経
営
に
実
質
的
に
携
わ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
X
は
Y
会
社
の
経
営
か
ら
次
第
に
遠
ざ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
Y
会
社
は
X
の
姉
で
あ
る
訴
外
A

（
同
社
代
表
取
締
役
）
、
A
の
長
女
訴
外
B
（
取
締
役
）
、
そ
の
夫
で

あ
る
同
社
監
査
役
訴
外
C
、
次
女
訴
外
D
（
取
締
役
）
、
そ
の
夫
訴

外
E
（
取
締
役
）
、
三
女
訴
外
F
（
取
締
役
）
、
四
女
訴
外
G
（
取
締

役
）
お
よ
び
そ
の
夫
訴
外
H
（
取
締
役
）
ら
A
一
族
が
そ
の
経
営
に

当
た
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
後
平
成
元
年
五
月
こ
ろ
か
ら
X
、
A
一
族
は
X
、
Y
両
会
社

の
支
配
権
を
巡
っ
て
深
刻
な
対
立
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
Y
会
社

は
平
成
元
年
七
月
二
十
三
日
の
取
締
役
会
決
議
で
同
年
八
月
二
十
四

日
を
払
込
期
日
と
す
る
本
件
新
株
発
行
決
議
を
な
し
、
翌
八
月
二
十

五
日
に
発
行
さ
れ
た
二
万
九
二
〇
〇
株
の
新
株
は
そ
の
新
株
引
受
の

申
し
込
み
を
な
し
て
い
た
A
一
族
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
件
新
株
発
行
は
、
Y
会
社
の
支
配
を
巡
っ
て
X
一
族
と
対
立
し
て

い
る
A
一
族
が
そ
の
持
株
比
率
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
Y
会
社
の
定
款
に
よ
れ
ば
、
株
主
は
新
株
引
受
権
を
有

す
る
が
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
こ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
A
ら
は
Y
会
社
取
締
役
が
A
一
族
に
よ

っ
て
独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
Y
会
社
取
締
役
会
決
議

に
お
い
て
本
件
新
株
発
行
を
公
募
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
、
ま
た
本
件

　
　
　
　
　
　

新
株
発
行
を
X
一
族
が
閲
覧
す
る
可
能
性
の
な
い
官
報
に
公
告
す
る
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こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
X
一
族
に
は
ま
っ
た
く
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま

新
株
が
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
本
件
新
株
発
行
に
よ
っ
て

　X
一
族
と
A
一
族
と
の
持
株
比
率
は
逆
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
A
一
族
の
主
張
に
よ
れ
ば
六
六
・
七
二
％
、
裁
判
所

の
認
定
に
よ
る
と
五
〇
・
五
六
％
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ

た
A
一
族
は
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、
X
を
監
査
役
か
ら
解
任
す
る

等
の
決
議
を
な
し
た
。

　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
X
等
は
、
①
本
件
新
株
発
行
は
Y
会
社
の
七
五
％
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　

株
式
を
有
す
る
X
一
族
の
持
株
比
率
を
逆
転
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
A
一
族
が
計
画
し
た
も
の
で
あ
り
、
②
Y
会
社
は
X
一
族
に
新
株

申
し
込
み
の
機
会
を
与
え
な
い
た
め
官
報
へ
の
公
告
と
い
う
手
段
を

用
い
た
も
の
で
あ
り
、
商
法
二
八
○
条
の
三
の
二
に
実
質
的
に
違
反

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
、
本
件
新
株
発
行
の
無
効
を
求
め

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
ら

　
こ
れ
に
対
し
て
Y
会
社
は
、
X
、
X
、
X
の
株
主
資
格
を
争
い
、

ま
た
、
本
件
新
株
発
行
は
、
Y
会
社
代
表
者
ら
が
賃
借
し
、
Y
会
社

事
務
所
と
な
っ
て
い
た
建
物
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
買
入
資
金
を
調

達
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
等
の
反
論
を
し
て
い
る
。

〔
判
旨
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
裁
判
所
は
X
、
X
、
X
の
株
主
資
格
を
認
め
た
上
で
、
本
件
新
株

発
行
に
つ
い
て
、
Y
会
社
は
土
地
を
買
い
入
れ
る
資
金
調
達
の
目
的

の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
資
金
調
達
目
的
が
存
在

し
た
と
主
張
す
る
が
、
「
Y
会
社
は
、
た
ま
た
ま
、
土
地
購
入
の
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
X
一
族
が
本
件
新
株
発
行
の
不
公
正
さ
を

追
及
し
て
く
る
の
に
対
し
、
そ
の
矛
先
を
か
わ
す
た
め
の
手
段
と
し

て
、
…
本
件
土
地
買
入
資
金
確
保
の
た
め
の
新
株
発
行
を
装
っ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
Y
会
社
の
正
当
な

資
金
調
達
目
的
が
存
在
し
た
と
の
主
張
を
退
け
、
「
Y
会
社
（
A
一

　
　
　
　
　

族
）
は
、
X
一
族
の
Y
会
社
株
式
持
株
比
率
を
低
下
さ
せ
、
A
一
族

の
Y
会
社
株
式
持
株
比
率
を
上
昇
さ
せ
て
、
A
一
族
が
Y
会
社
の
企

業
支
配
を
揺
る
ぎ
な
く
す
る
目
的
で
本
件
新
株
発
行
を
行
っ
た
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
り
、
「
従
っ
て
、
X
ら
（
X
一
族
）
は
、
本
件
新
株
発
行
前
で

あ
れ
ば
、
本
件
新
株
発
行
は
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
と

し
て
そ
の
差
止
請
求
（
商
法
二
八
○
条
の
一
〇
）
が
認
め
ら
れ
た
事

案
で
あ
る
」
が
、
「
Y
会
社
（
A
一
族
）
は
、
本
件
新
株
発
行
を
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
主
に
通
知
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
の
に
、
X
一
族
に
新
株
引
受

申
込
の
機
会
を
与
え
ず
、
A
一
族
で
新
株
全
部
を
独
占
し
て
引
き
受

　
　
　

け
、
X
一
族
の
持
株
比
率
の
低
下
を
図
る
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と

　
　
　
え

し
て
、
X
一
族
が
事
実
上
知
る
こ
と
の
不
可
能
な
官
報
へ
の
公
告
を

行
い
、
形
式
上
は
商
法
二
八
○
条
の
三
の
二
が
規
定
し
て
い
る
新
株

発
行
事
項
公
示
の
要
件
を
整
え
た
」
が
、
「
Y
会
社
（
A
一
族
）
は
、

商
法
二
八
○
条
の
三
の
二
の
規
定
を
潜
脱
し
、
実
質
上
右
新
株
発
行
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ワ
ね

に
つ
い
て
の
通
知
公
告
義
務
に
違
反
し
て
、
X
ら
（
X
一
族
）
か
ら
、

本
件
新
株
発
行
前
に
新
株
発
行
差
止
請
求
を
す
る
機
会
を
奪
い
、
著

し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
を
行
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し

た
上
で
、
「
本
件
新
株
発
行
で
は
、
新
株
を
引
き
受
け
た
者
は
い
ず

れ
も
A
一
族
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
が
現
在
も
本
件
新
株
を
所
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
善
意
の
第
三
者
は
未
だ
生
じ
て
お
ら
ず
、

本
件
新
株
発
行
が
無
効
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、

取
引
の
安
全
を
考
慮
す
る
必
要
は
少
な
い
」
と
し
て
、
「
本
件
新
株

発
行
は
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
新
株
発
行
差

止
請
求
（
商
法
二
八
○
条
の
一
〇
）
が
認
め
ら
れ
る
事
案
で
あ
る
こ

と
、
本
件
新
株
発
行
は
、
商
法
二
八
O
条
の
三
の
二
所
定
の
通
知
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
義
務
に
実
質
上
違
反
し
て
お
り
、
原
告
ら
（
X
一
族
）
の
新
株
発

行
差
止
請
求
権
を
侵
害
す
る
方
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
、
本
件
新
株

発
行
が
無
効
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
取
引
の
安

全
を
考
慮
す
る
必
要
は
少
な
い
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
新
株
発
行

は
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
無
効
と
認
め
る
の

が
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
。

〔
研
　
究
〕

　
結
論
に
賛
成
。
た
だ
し
理
論
構
成
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

一
　
商
法
二
八
○
条
の
一
〇
に
よ
れ
ば
、
著
し
く
不
公
正
な
新
株
発

行
が
な
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
株
主
は
こ
れ
の
差
止
を
請
求
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

　
い
か
な
る
場
合
が
「
著
し
く
不
公
正
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
法
の

定
め
は
な
い
が
、
会
社
に
具
体
的
な
資
金
調
達
の
必
要
が
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
取
締
役
が
自
派
の
株
主
の
持
株
比
率
を
引
き
上
げ
て
勢

力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
第
三
者
割
当
増
資
を
行
う
こ
と
は
割
当
自

由
の
濫
用
で
あ
り
新
株
の
不
公
正
発
行
と
な
る
（
近
藤
・
新
版
注
釈

（
七
）
三
四
六
頁
な
ど
）
と
さ
れ
て
お
り
、
支
配
権
の
強
化
・
獲
得

の
目
的
の
み
で
新
株
発
行
が
行
わ
れ
る
場
合
が
不
公
正
発
行
に
当
た

る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
（
塩
田
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス

一
九
九
五
（
下
）
一
二
頁
）
。

　
判
例
は
会
社
の
支
配
権
を
巡
っ
て
争
い
が
あ
る
と
き
に
新
株
発
行

が
無
効
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
主
要
目

的
理
論
」
を
と
り
、
新
株
発
行
が
事
実
上
支
配
権
を
巡
る
争
い
に
決

着
を
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
取
締
役
会
が
新
株
発
行
を
行
う
に

至
っ
た
種
々
の
動
機
の
う
ち
、
不
当
な
目
的
を
達
成
す
る
と
い
う
動

機
が
他
の
動
機
よ
り
も
優
先
し
、
そ
れ
が
主
要
な
主
観
的
要
素
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
そ
の
新
株
発
行
は
不
公
正
発
行
に
当
た
り
、

会
社
に
資
金
需
要
が
あ
る
限
り
合
理
性
を
疑
わ
し
め
る
特
段
の
事
情

の
な
い
限
り
不
公
正
発
行
と
は
な
ら
な
い
（
大
阪
地
堺
支
昭
四
八
・

一
一
・
二
九
判
時
七
三
一
号
八
五
頁
な
ど
）
と
す
る
。

　
学
説
に
お
い
て
は
、
会
社
に
資
金
需
要
が
あ
る
限
り
支
配
権
の
争
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い
に
事
実
上
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
割
当
先
は
重
要
で
な

い
と
す
る
も
の
（
河
本
・
第
七
版
二
六
三
頁
な
ど
）
も
有
力
で
あ
る

が
、
株
主
の
支
配
関
係
上
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
割
当
自
由
の

原
則
が
制
限
を
受
け
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
服
部
・
商
事
二
八
七

号
四
六
頁
）
。
そ
し
て
学
説
上
も
基
本
的
に
は
主
要
目
的
理
論
が
採

ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
（
と
り
わ
け
吉
本
・
判
タ
六
五
八
号

三
九
頁
）
、
さ
ら
に
そ
の
判
断
基
準
の
客
観
化
、
緻
密
化
が
図
ら
れ

て
い
る
（
洲
崎
・
民
商
九
四
巻
五
号
五
六
一
頁
以
下
、
同
六
号
七
二

一
頁
以
下
、
松
井
・
法
協
一
一
四
巻
四
号
四
一
四
頁
以
下
、
同
六
号

六
七
一
頁
以
下
な
ど
）
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
支
配
権
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
る
場
合
に
新
株
発
行

の
「
不
公
正
さ
」
は
原
則
と
し
て
会
社
の
資
金
需
要
と
の
相
関
関
係

に
お
い
て
判
断
さ
れ
て
お
り
、
本
件
判
決
も
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
る
。

二
　
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
が
差
止
の
対
象
（
商

法
二
八
O
条
の
一
〇
）
と
な
る
こ
と
は
と
も
か
く
無
効
原
因
と
な
る

か
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
争
い
が
あ
る
。

　
通
説
的
見
解
は
、
不
公
正
発
行
自
体
は
無
効
原
因
と
な
ら
な
い
と

す
る
（
大
隈
“
今
井
・
（
中
）
〔
第
三
版
〕
六
六
四
頁
）
。

　
新
株
発
行
の
効
力
が
生
じ
た
後
は
取
引
安
全
の
考
慮
が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
、
ま
た
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
制
度
は
、
会
社
な
い
し

株
主
全
体
の
利
益
に
関
わ
る
暇
疵
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
株
主
個
人
に
不
利
益
を
生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
の
救
済
手

段
と
し
て
は
不
都
合
で
あ
る
（
近
藤
・
前
掲
三
四
七
頁
）
こ
と
な
ど

を
理
由
と
す
る
。
新
株
発
行
に
関
す
る
動
機
・
目
的
や
会
社
内
部
の

手
続
上
に
問
題
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
外
部
の
も
の
に
は
容
易
に

知
り
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
通
説
的
見
解
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
る

（
塩
田
・
前
掲
二
一
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
不
公
正
発
行
と
い
う
実
質
的
蝦
疵
は
無
効
原
因

と
な
る
と
す
る
見
解
も
近
時
有
力
で
あ
る
。

　
こ
の
無
効
説
は
、

　
①
不
公
正
発
行
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
株
式
が
流
通
し
て
い

る
こ
と
は
ま
れ
で
新
株
を
無
効
と
し
て
も
取
引
の
安
全
を
害
す
る
お

そ
れ
は
少
な
い
上
に
、
不
公
正
発
行
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
で

あ
る
者
の
下
に
あ
る
場
合
や
、
一
部
が
不
公
正
発
行
に
当
る
場
合
に

は
そ
の
部
分
だ
け
を
無
効
と
す
れ
ば
足
り
る
（
鈴
木
・
商
法
研
究
皿

二
二
七
頁
、
同
二
三
四
頁
、
洲
崎
・
前
掲
七
四
一
頁
）
と
し
て
、

取
引
安
全
と
の
調
和
を
求
め
、
相
対
的
に
考
察
す
る
見
解
と
、

　
②
経
営
支
配
等
会
社
組
織
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
目
的
の
た
め

に
新
株
発
行
を
行
っ
た
場
合
は
、
会
社
の
資
金
調
達
目
的
の
た
め
に

認
め
ら
れ
て
い
る
新
株
発
行
の
制
度
目
的
に
違
反
し
（
坂
田
・
現
代

会
社
法
（
第
三
版
）
五
四
七
頁
）
、
ま
た
既
存
株
主
の
支
配
関
係
上
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の
利
益
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
（
坂
本
・
判
批
金
商
六
九
八
号
五
一

頁
）
と
し
て
一
律
無
効
と
す
る
見
解
と
に
分
れ
る
。

三
　
判
例
に
お
い
て
は
、
「
代
表
取
締
役
が
株
主
総
会
に
お
け
る
多

数
者
の
地
位
を
維
持
も
し
く
は
獲
得
す
る
た
め
、
そ
の
権
限
を
濫
用

し
て
自
己
に
味
方
す
る
者
の
み
に
新
株
を
割
り
当
て
、
引
き
受
け
さ

せ
た
と
し
て
も
…
一
た
ん
発
行
さ
れ
た
以
上
、
取
引
の
安
全
の
重
要

性
に
鑑
み
る
と
、
右
理
由
を
も
っ
て
し
て
は
新
株
の
発
行
を
無
効
と

す
べ
き
」
で
は
な
い
と
し
て
有
効
と
解
し
た
例
（
釧
路
地
裁
昭
和
三

八
・
二
二
一
六
商
事
二
八
号
一
〇
頁
）
と
、
「
当
該
新
株
発
行
が
、

専
ら
…
新
株
発
行
を
行
う
代
表
取
締
役
な
ど
に
よ
る
会
社
支
配
の
た

め
に
の
み
行
わ
れ
た
例
外
的
な
場
合
で
、
か
つ
、
新
株
発
行
を
無
効

と
し
て
も
株
式
取
引
の
安
全
を
害
さ
な
い
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き

に
は
、
従
来
の
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
有
効
な
取
締
役

会
の
新
株
発
行
決
議
の
な
い
こ
と
は
、
新
株
発
行
無
効
の
理
由
と
な

る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
（
大
阪
高
判
平
三
・
九
・
二
〇
判

時
一
四
一
〇
号
二
〇
頁
、
な
お
本
誌
七
〇
巻
八
号
一
五
三
頁
鈴
木

評
釈
参
照
）
と
し
て
、
「
特
別
事
情
」
の
存
在
と
取
締
役
会
決
議
の

不
存
在
を
理
由
と
し
て
、
無
効
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め
る
例
が
あ

っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
最
判
平
六
・
七
・
一
四
判
決
（
判
時
一
五
一
二
号

一
七
八
頁
）
は
、
「
新
株
発
行
は
、
株
式
会
社
の
組
織
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
と
は
い
え
、
会
社
の
業
務
執
行
に
準
じ
て
取
り
扱
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
会
社
を
代
表
す
る
権
限
の
あ
る
取
締
役
が
新

株
を
発
行
し
た
以
上
、
た
と
い
、
新
株
発
行
に
関
す
る
有
効
な
取
締

役
会
の
決
議
が
な
く
て
も
、
右
新
株
の
発
行
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、

当
裁
判
所
の
判
例
（
最
判
昭
三
六
・
三
・
三
】
民
集
一
五
・
三
・
六

四
五
頁
）
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、
新
株
が
著
し
く
不

公
正
な
方
法
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
と
こ

ろ
が
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
発
行
さ
れ
た
新
株
が

そ
の
会
社
の
取
締
役
の
地
位
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
、

そ
の
者
が
現
に
保
有
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
新
株
を
発
行
し
た

会
社
が
小
規
模
で
閉
鎖
的
な
会
社
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
原
判
示
の
事

情
は
、
右
の
結
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
新

株
の
発
行
が
会
社
と
取
引
関
係
に
立
つ
第
三
者
を
含
め
て
広
い
範
囲

の
法
律
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ

ば
、
そ
の
効
力
を
画
一
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
右
の
よ
う
な

事
情
の
有
無
に
よ
っ
て
こ
れ
を
個
々
の
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
こ
と

は
相
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
、
不
公
正
発
行
の
場
合
に

「
特
別
の
事
情
」
す
な
わ
ち
、
発
行
さ
れ
た
新
株
が
引
き
受
け
た
取

締
役
に
よ
っ
て
現
に
保
有
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
さ
ら
に
、
発
行
会
社

が
小
規
模
閉
鎖
会
社
で
あ
ろ
う
と
、
一
切
の
事
情
と
は
無
関
係
に
有

効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
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同
じ
く
不
公
正
と
は
い
い
な
が
ら
、
こ
の
平
成
六
年
判
決
は
、
手

続
的
暇
疵
を
間
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
判
例
の
立

場
は
固
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
新
株
の
不
公
正
発
行
の
場
合
に
、
株
式
が
発
行
さ
れ
た

以
上
一
切
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
有
効
と
す
る
こ
と

に
は
と
う
て
い
賛
成
し
え
な
い
。
新
株
発
行
の
公
示
、
差
止
等
の
新

株
の
不
公
正
発
行
に
対
す
る
事
前
の
救
済
策
は
十
全
に
機
能
し
て
い

る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
後
的
な
救
済
と
し

て
無
効
を
認
め
な
い
と
す
る
と
、
取
締
役
と
し
て
は
と
に
か
く
発
行

し
て
し
ま
え
ば
勝
ち
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果

が
妥
当
と
は
思
え
な
い
（
洲
崎
・
前
掲
七
四
〇
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

四
　
と
こ
ろ
で
、
本
件
判
決
は
、

　
①
本
件
新
株
発
行
は
不
公
正
発
行
と
し
て
差
止
の
対
象
と
な
り
う

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

　
②
被
告
Y
会
社
は
商
法
二
八
O
条
の
三
の
二
の
公
示
義
務
の
規
定

を
潜
脱
し
、
実
質
的
に
同
条
に
違
反
し
株
主
の
差
止
権
を
侵
害
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

　
③
本
件
事
案
の
下
で
は
取
引
の
安
全
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、

　
本
件
新
株
発
行
は
無
効
と
な
る
、
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
①
の
点
に
つ
い
て
、
Y
会
社
は
本
件
新
株
発
行
は
土
地
の

購
入
資
金
を
調
達
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
正
当
な
資
金
調
達
目
的
が

存
す
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
、
判
旨
は
、
Y
会
社

は
本
件
新
株
引
受
金
が
な
く
と
も
き
わ
め
て
容
易
に
換
価
し
う
る
資

産
を
有
し
て
お
り
、
当
該
土
地
購
入
資
金
調
達
の
た
め
に
新
株
発
行

を
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
当

該
土
地
購
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
資
金
調
達
の
必
要
性
を
装
う

た
め
に
な
さ
れ
た
と
認
定
し
て
い
る
。
資
金
調
達
目
的
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
言
い
か
え
る
な
ら
ば
会
社
に
そ
れ
だ
け
の
資
金
需
要
が
あ

る
か
ど
う
か
は
経
営
判
断
の
問
題
で
あ
り
、
裁
判
所
が
認
定
す
る
筋

の
も
の
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
疑
間
な
し
と
し
な
い

が
、
後
述
す
る
と
お
り
「
閉
鎖
的
」
会
社
に
お
い
て
、
株
主
は
支
配

権
を
め
ぐ
っ
て
重
大
な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
金

需
要
を
め
ぐ
る
取
締
役
の
経
営
判
断
も
一
定
の
制
約
が
課
せ
ら
れ
う

る
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
本
件
に
お
い
て
は
、
支
配
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と

は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
閉
鎖
的
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん

が
み
、
資
金
調
達
を
め
ぐ
っ
て
新
株
発
行
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
特
別

な
正
当
化
事
由
が
な
い
限
り
、
不
公
正
発
行
と
し
て
差
止
（
ひ
い
て

は
無
効
）
と
な
る
べ
き
新
株
発
行
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
次
に
第
②
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
で
は
、
公
告
は
な
さ
れ
て
い
る

が
、
株
主
に
対
す
る
通
知
は
な
く
、
原
告
ら
が
本
件
新
株
発
行
に
つ
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い
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、

原
告
ら
が
本
件
新
株
発
行
を
差
し
止
め
る
機
会
を
奪
わ
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　
通
知
・
公
告
義
務
違
反
が
無
効
原
因
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
争
い

が
あ
り
、
通
知
・
公
告
が
全
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
と
も
か
く
、

】
部
の
株
主
に
対
す
る
通
知
・
公
告
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
無

効
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
学
説
（
近
藤
・
前
掲
三
四
七
頁
）
も

あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
通
知
・
公
告
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
き

に
、
不
公
正
発
行
を
無
効
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
こ
れ
を

無
効
と
解
さ
な
い
と
き
は
、
持
株
比
率
の
減
少
と
い
う
不
利
益
を
被

っ
た
株
主
に
対
す
る
救
済
策
が
な
い
こ
と
か
ら
事
前
の
差
止
が
重
要

だ
と
し
て
、
公
示
義
務
違
反
は
重
大
な
暇
疵
と
し
て
無
効
原
因
と
な

る
と
す
る
学
説
（
田
中
（
誠
）
・
三
全
訂
（
下
）
一
〇
一
〇
頁
）
も

あ
る
。

　
最
高
裁
は
新
株
発
行
事
項
の
公
示
を
欠
く
こ
と
は
、
新
株
発
行
差

止
請
求
を
し
た
と
し
て
も
差
止
事
由
が
な
い
た
め
こ
れ
が
許
容
さ
れ

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
い
限
り
、
新
株
発
行
無
効
事
由
と
な

る
、
と
し
て
、
公
示
義
務
違
反
が
新
株
発
行
事
由
と
な
る
こ
と
と
し

た
（
最
判
平
九
・
一
・
二
八
民
集
五
一
・
一
・
七
一
）
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
本
件
が
公
示
義
務
に
違
反
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
直
ち
に
新
株
発
行
無
効
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　
本
件
で
原
告
ら
が
官
報
を
閲
覧
す
る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
認
定

が
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
（
丸
山
・
本

件
判
批
金
商
九
三
四
号
四
六
頁
〉
、
官
報
を
閲
覧
す
る
可
能
性
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
実
質
的
」
に
公
示
義
務
に
違
反
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
新
株
発
行
を
無
効
と
す
る
趣
旨
に
読

め
な
く
は
な
い
（
小
林
・
本
件
判
批
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
九

四
（
下
）
一
一
八
頁
）
。
し
か
し
本
件
に
お
い
て
は
、
Y
会
社
は
そ

の
定
款
に
公
告
の
方
法
と
し
て
官
報
に
よ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
Y

会
社
は
そ
れ
に
従
っ
て
官
報
に
よ
る
公
告
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
た

と
え
形
式
的
に
せ
よ
適
法
な
通
知
・
公
告
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
通
知
・
広
告
を
欠
く
と
す
る
の
は
無
理
で
あ

ろ
う
。
判
決
は
お
そ
ら
く
、
不
公
正
発
行
の
「
不
公
正
さ
」
を
判
断

す
る
一
徴
表
と
し
て
、
「
実
質
的
」
公
示
義
務
違
反
と
の
認
定
を
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
丸
山
・
前
掲
四
七
頁
、
小
林
・
前
掲
一
一
八

頁
）
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
不
公
正
発
行
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
し

ば
し
ば
通
知
・
公
告
の
欠
鉄
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
り
（
丸
山
・
前
掲
四
七
頁
）
、
こ
の
点
、
不
公
正
発
行
自
体

を
問
題
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
不
公
正
発
行
が
他
の
何
ら

か
の
徴
表
と
結
び
つ
い
た
と
き
、
た
と
え
ば
通
知
・
公
告
の
欠
敏
と
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結
び
つ
い
た
と
き
に
、
こ
れ
と
の
関
連
で
新
株
発
行
無
効
原
因
と
す

れ
ば
よ
い
と
す
る
考
え
も
あ
る
（
洲
崎
・
前
掲
七
四
〇
頁
）
。

　
も
っ
と
も
官
報
に
よ
る
公
告
が
実
効
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
は

否
定
し
え
ず
、
立
法
的
解
決
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
指
摘
す
る
も
の

（
浜
田
・
商
事
二
九
一
号
一
九
頁
）
も
あ
る
。
と
り
わ
け
小
規
模
、

閉
鎖
的
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
の
会
社
に
対
し
て
有
す
る
利
害
関

係
は
、
会
社
支
配
の
側
面
で
の
利
害
関
係
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、

む
し
ろ
、
会
社
支
配
を
巡
る
対
立
が
直
接
的
に
経
済
的
利
害
関
係
と

も
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
が
新

株
発
行
に
参
加
す
る
機
会
を
保
証
す
る
た
め
、
各
株
主
へ
の
通
知
を

義
務
づ
け
る
べ
き
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
閉
鎖
的
会
社
に
お
い
て
は
株
主
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
紛
争

す
ら
生
じ
る
可
能
性
が
大
で
あ
っ
て
（
小
林
・
前
掲
一
一
八
頁
）
、

こ
れ
に
通
知
義
務
を
課
し
た
と
き
に
、
新
た
な
紛
争
の
種
と
も
な
り

か
ね
な
い
。

　
従
っ
て
閉
鎖
的
会
社
に
通
知
を
義
務
づ
け
る
べ
き
と
の
立
場
は
と

り
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
会
社
支
配
権
の
獲
得
・
転
覆
を
目
的
と
す
る
本

件
の
よ
う
な
新
株
発
行
に
お
い
て
は
、
通
知
公
告
違
反
を
問
題
と
す

る
こ
と
な
く
「
不
公
正
」
を
理
由
と
し
て
直
ち
に
無
効
を
も
た
ら
す

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
③
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
判
決
は
取
引
の
安
全
を
考
慮
す
べ
き

必
要
性
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
新
株
発
行
無
効
を
基
礎
づ
け
う
る

と
す
る
。

　
取
引
の
安
全
と
の
関
係
で
新
株
発
行
無
効
が
限
定
的
に
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
多
く
の
見
解
が
あ
る
。
内
部
的
手
続
の
欠
訣

や
、
新
株
発
行
を
行
っ
た
取
締
役
の
主
観
的
目
的
い
か
ん
を
も
っ
て
、

直
ち
に
新
株
発
行
が
無
効
と
な
る
と
す
る
の
は
確
か
に
間
題
で
あ
っ

て
、
新
株
発
行
に
お
い
て
も
取
引
安
全
と
の
調
和
の
要
請
を
無
視
し

え
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
何
ら
か
の
利
害
調
整
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

　
新
株
発
行
の
差
止
は
株
主
の
個
人
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ

あ
る
場
合
に
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
株
発
行
無
効
は
、
株
主

の
個
人
的
利
益
を
救
済
す
る
た
め
の
制
度
で
は
な
い
と
し
て
、
新
株

発
行
は
全
体
と
し
て
無
効
と
な
る
か
否
か
を
決
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
見
解
も
あ
る
が
（
近
藤
・
前
掲
三
四
七
頁
）
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

株
主
に
重
大
な
利
害
が
及
ぶ
場
合
に
、
こ
れ
を
無
視
し
う
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
発
行
さ
れ
た
新
株
が
悪
意
者
も
し
く
は
新
株

発
行
当
初
の
株
主
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
等
（
当
初
の
株
主
で
あ
っ
て

も
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
善
意
者
」
で
あ
り
う
る
）
取
引
安
全
を
害
し

な
い
範
囲
で
無
効
に
す
る
（
鈴
木
・
前
掲
二
二
三
頁
）
と
の
見
解
に

も
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
こ
の
点
に
関
し
、
先
述
し
た
最
高
裁
平
成
六
年
判
決
は
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新
株
発
行
を
前
提
と
し
て
会
社
の
対
外
的
関
係
が
新
た
に
形
成
さ
れ

る
こ
と
を
理
由
に
、
取
引
安
全
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、
た
と
え

閉
鎖
会
社
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
新
株
式
を
取
得
し
た
株
主
に
そ
の

株
式
が
と
ど
ま
っ
て
い
よ
う
と
も
不
公
正
発
行
は
無
効
と
な
ら
な
い

も
の
と
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
新
株
発
行
に
お
け
る
債
権
者
保
護
か

ら
直
ち
に
新
株
発
行
の
画
一
的
判
断
の
必
要
性
を
導
く
こ
と
に
対
す

る
疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
、
山
本
・
田
中
追
悼
三
七
二
頁
参

照
）
。

　
新
株
発
行
を
取
引
安
全
と
の
関
係
で
の
み
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
不

公
正
発
行
の
場
合
に
限
ら
ず
、
内
部
的
手
続
の
欠
鉄
等
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
取
引
安
全
を
害
し
な
い
範
囲
で
の
一
部
無
効
、
相
対
的
無

効
の
構
成
を
採
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
山
下
・
会
社
百
選
（
第

五
版
）
一
五
四
頁
）
、
最
高
裁
の
い
う
と
お
り
、
新
株
発
行
に
よ
っ

て
会
社
の
新
た
な
外
観
、
新
た
な
対
外
的
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
取
引
安
全
と
の

関
係
で
の
み
そ
の
効
力
が
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
の
は
そ
の
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
不
公
正
発
行
の
場
合
に
、

一
切
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
な
く
、
無
効
と
な
ら
な
い
と
す

る
の
は
、
行
き
す
ぎ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
平
成
二
年
改
正
に
よ
っ
て
株
式
譲
渡
制
限
の
定
款
規
定

を
持
つ
閉
鎖
的
会
社
に
お
い
て
は
株
主
の
新
株
引
受
権
が
法
定
さ
れ

る
な
ど
、
閉
鎖
的
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
が
有
す
る
支
配
的
利
益

に
関
し
て
も
法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
の
が
現
在
の
商

法
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
（
小
林
・
前
掲
二
九
頁
参
照
）
、

こ
れ
を
譲
渡
制
限
の
定
款
を
有
す
る
会
社
に
限
定
す
べ
き
か
ど
う
か

は
別
に
検
討
す
る
と
し
て
、
少
な
く
と
も
「
閉
鎖
的
」
会
社
に
関
し

て
は
、
株
主
の
会
社
支
配
を
め
ぐ
る
利
益
に
関
し
て
は
、
従
来
と
は

異
な
っ
た
価
値
判
断
を
す
る
余
地
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
こ
で

閉
鎖
性
を
有
す
る
会
社
に
お
い
て
は
（
な
お
洲
崎
・
前
掲
七
三
〇
頁

は
株
式
が
一
般
に
流
通
し
て
い
な
い
会
社
に
お
い
て
は
持
株
比
率
維

持
の
要
請
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
）
、
株
主
の
会
社
支

配
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
新
株
発
行

に
つ
い
て
、
こ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
会
社
支
配
の
転
覆
等
を
目
的
と
す
る

「
不
公
正
発
行
」
の
場
合
に
は
、
こ
の
不
公
正
を
も
っ
て
無
効
原
因

と
な
り
う
る
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
　
事
前
の
差
止
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
る
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る

以
前
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
に
対
し
、

事
後
的
な
無
効
に
よ
る
救
済
は
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た
法
律
関
係
を

覆
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
差
止
原
因
以
上
に
無
効
原
因
は

制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
本
件
新

株
発
行
は
、
①
不
公
正
な
新
株
発
行
で
あ
っ
て
、
②
実
質
的
に
通
知
・

公
告
義
務
に
違
反
し
、
③
取
引
の
安
全
を
害
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
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新
株
発
行
の
無
効
を
根
拠
づ
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
差
止
原
因
と
し
て
の
不
公
正
に
加
え
て
、
無
効
原
因
と

な
る
た
め
に
は
、
②
、
③
の
要
件
が
付
加
的
に
要
求
さ
れ
る
趣
旨
で

あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
付
加
的
な
条
件
は

「
不
公
正
さ
」
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
の
一
徴
表
と
考
え
る
べ
き

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
独
立
の
（
付
加
的
）
要
件
と
し
て
要
求
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
会
社
支
配
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
は
、
こ
れ
が
単
な
る
抽
象
的
な
利

益
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
株
主
の
経
済
的
利
益
の
側
面
に
お
い
て
も

株
主
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
閉

鎖
的
会
社
に
お
い
て
は
営
業
活
動
の
結
果
獲
得
さ
れ
た
利
益
を
配
当

と
い
う
形
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
役
員
報
酬
の
よ
う
な
形
で
還
元
し

て
し
ま
う
な
ど
、
大
規
模
公
開
会
社
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
様
相
を

示
す
こ
と
も
多
く
、
し
た
が
っ
て
会
社
支
配
を
め
ぐ
る
紛
争
は
既
存

株
主
の
単
な
る
抽
象
的
な
会
社
支
配
権
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
経
済
的

利
害
関
係
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
結
果
株
主
に
回
復
す

べ
か
ら
ざ
る
重
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
す
ら
あ
り
う
る
。

　
本
件
に
つ
い
て
い
え
ば
、
資
金
需
要
が
な
く
、
必
要
性
も
な
い
新

株
発
行
が
な
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
支
配
関
係
の
転
覆
が

謀
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
自
体
を
も
っ
て
無
効
原

因
と
す
れ
ば
足
り
る
。

　
た
だ
し
、
差
止
原
因
と
し
て
の
「
不
公
正
」
と
無
効
原
因
と
し
て

の
「
不
公
正
」
に
は
そ
の
程
度
に
お
い
て
一
定
の
差
異
が
存
在
し
う

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
も
し
無
効
原
因
と
し
て
の
不
公
正
が
差
止
原

因
と
し
て
の
不
公
正
以
上
に
制
限
的
に
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
す
る
と
、
差
止
原
因
と
し
て
す
で
に
「
著
し
い
」
不
公
正
が
要
求

さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
以
上
い
か
な
る
要
件
を
設
け
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
の
点
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
会
社
の

「
閉
鎖
性
」
を
も
っ
て
一
つ
の
判
断
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
閉
鎖
的
会
社
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
支
配
権
の
転
覆
を
目
的

と
す
る
不
公
正
な
新
株
発
行
は
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
た
だ
単
に
差
止

原
因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
無
効
原
因
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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